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一
、
は
じ
め
に

　

標
題
の
書
は
そ
の
名
の
と
お
り
『
太
平
記
』
を
要
約
し
た
も
の
で
貞
享
五
年

（
一
六
八
八
）
の
刊
記
を
も
つ
版
本
で
あ
る
。
例
え
ば
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太

平
記 

二
』
付
録
の
「
参
考
文
献（

1
）」

や
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
『
太
平
記　
曽
我
物
語
・

　

『
太
平
記
要
覧
』
覚
書

＊
長　

坂　

成　

行
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『
太
平
記
』
の
よ
う
な
長
編
の
作
品
の
場
合
、
内
容
を
要
約
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

が
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
は
古
態
本
を
底
本
に
し
た
『
太

平
記
抜
書
』
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
粗
述
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
太
平
記
要
覧
』

は
貞
享
五
年
の
版
本
で
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
他
に
は
神
戸
大
学

蔵
本
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
は
『
太
平
記
』
の
流
布
本
を
も
と
に
し
て
、
全

章
段
の
筋
書
を
四
巻
八
冊
に
抄
出
し
て
い
る
。『
太
平
記
』
の
本
文
そ
の
も
の
を
残
し

つ
つ
内
容
を
摘
記
し
、
ま
た
和
歌
・
落
首
な
ど
韻
文
類
を
ほ
と
ん
ど
採
録
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
り
、
近
世
初
期
に
お
け
る
『
太
平
記
』
享
受
相
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し

て
紹
介
す
る
価
値
は
あ
ろ
う
。

義
経
記
』（
角
川
書
店
）
の
「
研
究
史
物
語
」（
釜
田
喜
三
郎
）
に
書
名
は
挙
げ
ら

れ
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
く
、
博
捜
を
究
め
る
加
美
宏
氏

の
一
連
の
享
受
史
研
究
（『
太
平
記
享
受
史
論
考
』・『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』
他
）

の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
国
書
総
目
録
』（
五
・
四
七
七
頁
Ａ
）に
よ
れ
ば
、

本
書
は
岩
瀬
文
庫
と
大
橋
図
書
館
の
み
の
蔵
、
し
か
も
後
者
は
関
東
大
震
災
で
焼

失
の
由（

2
）、

従
っ
て
前
者
の
み
の
存
在
か
と
考
え
て
い
た
。
は
る
か
以
前
に
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
で
本
書
を
閲
覧
・
撮
影
し
て
以
来
気
に
か
か
り
つ
つ
放
置
し
た
ま
ま
で

あ
り
、
こ
の
間
管
見
の
限
り
で
は
本
書
に
つ
い
て
の
報
告
は
な
い
よ
う
だ
。
こ
の

た
び
、
神
戸
大
学
人
文
科
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
故
釜
田
喜
三
郎
氏
の
旧
蔵
書

を
閲
覧
し
た
折
、『
太
平
記
要
覧
』
に
も
接
し
た
の
で
こ
の
機
に
あ
ら
あ
ら
と
紹

介
を
試
み
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
本
書
に
写
本
は
な
い
よ
う
で
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
神
戸
大
学
人

文
科
学
図
書
館
に
貞
享
五
年
の
刊
記
を
持
つ
版
本
が
蔵
さ
れ
る
。
た
だ
し
後
述
の

よ
う
に
両
者
は
同
版
で
は
な
く
、
一
部
相
違
が
あ
る
。
以
下
、
岩
瀬
文
庫
本（

3
）に

よ
り
書
誌
を
示
す
。
架
蔵
番
号
：8808

・
112
（
函
）・
61
（
号
）、
全
八
冊
。
紺
色

表
紙
（
二
七
・
〇
×
一
九
・
二
糎
）
の
左
上
に
短
冊
形
単
郭
題
簽
（
一
八
・
七
×
三
・
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九
糎
）
を
貼
り
「
太
平
記
要
覧　
元
末　

一
」
と
あ
る
（
一
冊
目
は
剥
落
甚
し
）。

楮
紙
袋
綴
（
五
目
）。
各
丁
の
匡
郭
は
四
周
単
郭
（
二
二
・
三
×
一
六
・
二
糎
）。
柱

刻
は
無
郭
、「
要
覧　
　

○
（
丁
数
）　

元
」
と
あ
る
。
冒
頭
に
あ
る
太
平
記
序

（
蒙
竊
採
古
今
之
変
化
…
）
は
一
面
表
の
半
分
ま
で
の
八
行
（
字
詰
一
行
二
〇
字
）、

太
平
記
要
覧
叙
は
一
面
八
行（
一
行
一
七
字
）、目
録
及
び
本
文
は
一
面
一
二
行（
一

行
二
四
字
）、
跋
は
一
面
八
行
（
一
行
約
一
五
字
）。
用
字
は
漢
字
片
仮
名
交
、
付

訓
片
仮
名
、
返
り
点
・
読
点
あ
り
。
目
録
で
は
章
段
名
の
下
に
開
丁
の
数
を
記
す
。

本
文
中
の
章
段
名
は
二
字
下
げ
で
○
を
付
す
。
巻
一
「
中
宮
御
産
御
祈
之
事
付
俊

基
偽
籠
居
事
」
の
欄
上
に
「
元
亨
二
年
ヲ
乱
ノ
始
ト
シ
テ
貞
治
六
年
マ
テ
凡
四
十
六

年
」
と
あ
り
、
こ
の
巻
の
「
頼
員
回
忠
事
」
の
章
段
名
の
下
に
「
▲
自
リレ
元
亨
二

年
／
三
年
目
ノ
事
」
と
す
る
。
以
下
、
故
事
説
話
の
段
な
ど
を
除
い
た
大
部
分
の

段
に
、
元
亨
二
年
を
起
点
と
す
る
年
数
注
記
が
あ
る
。
各
冊
一
オ
（
目
録
の
丁
）

右
下
に
「
岩
瀬
文
庫
」（
縦
長
長
方
形
〔
四
・
〇
×
一
・
五
糎
〕
朱
文
・
陽
刻
）
の

印
を
押
す
。

　

全
八
冊
の
構
成
（
元
亨
利
貞
と
数
え
、
各
巻
本
末
あ
り
）
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊
：
太
平
記
序
（
半
丁
）、
太
平
記
要
覧
叙
（
一
丁
）、
系
図（

4
）〔

南
北
両
朝
系
図
・

新
田
足
利
之
系
図
・
足
利
之
系
図
・
北
條
九
代
系
図
〕（
二
丁
）、
太
平
記
要
覧
巻
之
元
本

目
録
（
二
丁
）、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
の
内
容
（
柱
刻
一
〜
二
八
）

第
二
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
元
末
目
録
（
三
丁
）、
巻
六
か
ら
巻
一
〇
ま
で

　
　
（
柱
刻
二
九
〜
六
二
）

第
三
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
亨
本
目
録
（
二
丁
）、
巻
一
一
か
ら
巻
一
五
ま
で

　
　
（
柱
刻
一
〜
三
九
）

第
四
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
亨
末
目
録
（
三
丁
）、
巻
一
六
か
ら
巻
二
〇
ま
で

　
　
（
柱
刻
四
〇
〜
八
五
）

第
五
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
利
本
目
録
（
一
丁
半
）、
巻
二
一
か
ら
巻
二
五
ま
で

　
　
（
柱
刻
一
〜
二
二
）

第
六
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
利
末
目
録
（
二
丁
半
）、
巻
二
六
か
ら
巻
三
〇
ま
で

　
　
（
柱
刻
二
三
〜
五
二
）

第
七
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
貞
本
目
録
（
二
丁
）、
巻
三
一
か
ら
巻
三
五
ま
で

　
　
（
柱
刻
一
〜
三
三
）

第
八
冊
：
太
平
記
要
覧
巻
之
貞
末
目
録
（
二
丁
）、
巻
三
六
〜
巻
四
〇
ま
で

　
　
（
柱
刻
三
四
〜
六
四
）、
跋
文
（
一
丁
）、
刊
記

本
文
は
柱
刻
で
数
え
て
合
計
二
六
三
丁
と
な
る
。

　

つ
ぎ
に
岩
瀬
文
庫
本
と
神
戸
大
学
本
と
の
相
違
点
を
あ
げ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
は

第
一
冊
の
は
じ
め
に
「
太
平
記
序
」
が
あ
る
が
、
神
戸
大
学
本
で
は
順
序
が
異
な

り
「
北
條
九
代
系
図
」
の
次
丁
に
「
太
平
記
序
」
が
置
か
れ
、
そ
の
後
に
目
録
が

来
る
。
ま
た
第
八
冊
の
末
尾
、
岩
瀬
文
庫
本
は
「
中
夏
無
為
ノ
代
ト
成
テ
目
出
タ

カ
リ
シ
事
共
ナ
リ
」
の
後
に
「
太
平
記
要
覧
巻
之
四
大
尾
」
と
い
う
尾
題
が
あ
り
、

次
の
丁
に
跋
文
が
あ
り
、最
後
に
貞
享
五
年
の
刊
記
が
あ
る
。
神
戸
大
学
本
は「
中

夏
無
為
ノ
代
ト
成
テ
目
出
タ
カ
リ
シ
事
共
ナ
リ
」
の
後
に
尾
題
・
跋
は
な
く
、
同

じ
丁
に
刊
記
が
置
か
れ
る
。
ま
た
要
覧
叙
の
付
訓
や
返
り
点
に
も
微
細
な
異
同
が

あ
る
。
叙
の
末
尾
、
岩
瀬
本
に
「
貞
享
五
天
龍
集
戊
辰
」
と
あ
る
部
分
、
神
戸
大

学
本
は
「
貞
享
五
天
龍
戊
辰
に
集
る
」
と
読
ま
せ
る
送
り
仮
名
を
付
す
。
ど
ち
ら

が
先
行
す
る
も
の
か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
版
の
修
訂
が
行
わ
れ
神
戸
大
学
本
が
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序
の
位
置
を
替
え
、
跋
文
を
省
い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
岩
瀬
文
庫
本
第
二
冊
目
の
巻
七
の
途
中
は
、
丁
付
三
四
・
三
六
・
三
五
の
順

に
誤
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
三
四
ウ
の
匡
郭
の
左
下
に
「
三
十
五
ト
三
十
六
ト

入
違
ニ
ナ
ル
」、
三
五
オ
の
同
じ
く
右
上
に
「
三
十
六
ト
入
違
ニ
ナ
ル
」
と
朱
書

さ
れ
る
（
こ
の
錯
簡
が
神
戸
大
学
本
に
も
あ
る
か
否
か
は
未
確
認
）。

二
、
序
跋
か
ら

　

本
書
刊
行
の
経
緯
は
太
平
記
要
覧
叙
お
よ
び
跋
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま
ず
叙
を

読
み
下
し
で
示
す
。

　

太
平
記
要
覧
叙

英
雄
の
心
倦
ま
ざ
る
の
体
は
主
将
の
道
也
な
り
。
危
を
持
ち
顛
を
扶
け
、
素

を
抱
て
事
を
諫
む
、
貞
臣
の
法
也
。
人
情
忍
ざ
る
所
の
者
有
り
。
匹
夫
辱
し

め
ら
れ
、
剣
を
抜
て
起
ち
、
身
を
挺
て
闘
ふ
。
此
れ
勇
と
す
る
に
足
ざ
る
也
。

粤
に
我
が
邦
の
玄
恵
法
印
太
平
記
論
議

贍
な
り
。
古
今
の
治
乱
具
に
詳
備

せ
り
。
文
武
を
備
ざ
る
者
は
、
何
を
以
て
善
の
目
を
為
ん
や
。
戦
陳
は
儒
者

の
事
に
非
る
を
以
て
疑
ふ
こ
と
有
り
。
古
は
文
武
の
教
な
り
。
孤
矢
を
有
生

の
初
に
垂
れ
、
躾
御
を
幼
学
の
際
に
習
ふ
。
皆
武
備
の
設
と
為
す
也
。
吾
が

友
一
二
子
太
平
記
熟
読
玩
味
し
て
、
茲
に
年
有
、
治
乱
搉
明
に
し
て
毎
に
人

の
為
に
説
く
。
其
身
其
間
に
履
め
る
が
如
し
。
而
し
て
聴
く
者
暁
然
と
し
て

目
の
見
る
が
如
し
。
故
に
学
者
お
も
へ
ら
く
終
歳
太
平
記
を
読
む
と
も
一
日

公
の
論
を
如
か
ざ
る
也
。
著
す
所
の
太
平
記
要
覧
、
是
も
亦
初
学
の
資
け
と

し
て
、
梓
に
縷
て
世
に
行
ふ
。
余
不
敏
な
り
と
雖
も
請
ふ

こ
れ
が
為
に
序
す
。
貞
享
五
天
龍
集
戊
辰
孟
春
下
浣
。
／
雒
東
木
村
雲
任
子

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
友
人
一
二
子
が
初
学
の
者
の
た
め
に
著
し
た
本
書
の
刊
行
に

際
し
、
洛
東
の
木
村
雲
任
子
が
請
わ
れ
て
叙
を
記
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
貞
享

五
年
（
一
六
八
八
）
正
月
下
旬
の
時
点
で
は
、『
太
平
記
』
は
、
古
活
字
本
は
も

と
よ
り
整
版
本
も
何
度
か
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
後
で
触
れ
る
よ
う
に
本
書
の
底
本

は
そ
れ
ら
流
布
本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
叙
の
内
容
に
と
く
に
目
新
し
い
こ

と
は
見
ら
れ
な
い
。『
太
平
記
』
の
成
立
に
関
し
て
玄
恵
法
印
の
名
が
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、『
難
太
平
記
』（
貞
享
三
年
〔
一
六
八
八
〕）
お
よ
び
『
太
平
記
秘
伝
理

尽
鈔
』（
正
保
二
年
〔
一
六
四
五
〕
か
、
こ
れ
以
前
の
刊
か
）
で
あ
る
が
、
両
者

と
も
に
す
で
に
整
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

な
お
木
村
雲
任
子
の
伝
は
未
詳（

5
）。

　

つ
ぎ
に
八
冊
目
末
尾
に
あ
る
跋
文
も
訓
読
を
示
す
。

従
来
刊
り
行
所
の
太
平
記
四
十
巻
、
文
鍛
有
錬
多
く
見
博
く
聞
く
、
支
分
節

解
し
て
一
成
一
魰
、
謂
つ
べ
し
心
を
用
る
こ
と
の
力
め
た
り
と
。
然
れ
ど
も

簡
編
浩
博
、
視
者
往
々
に
此
を
等
長
物
に
附
す
、
是
に
於
て
一
二
の
同
志
、

相
偕
に
私
か
に
其
の
枢
要
を
摘
て
、
釐
め
て
四
帙
と
為
し
、
以
て
一
覧
に
便

す
、
目
し
て
太
平
記
要
覧
と
曰
ふ
、
蓋
し
書
を
読
は
其
の
要
を
得
ん
事
を
欲

す
る
の
之
意
也
、
近
頃
刻
刷
氏
来
て
、
此
れ
を
梓
に
鏤
を
請
ふ
、
同
志
相
偕
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に
之
を
辞
す
れ
共
猶
止
ず
、
強
弁
に
耐
へ
叵
し
て
、
其
の
求
に
応
ず
と
尓
云

ふ
　

貞
享
四
強
圉
単
閼
仲
秋
日

　
　
　

丹
之
波
州　

黒
井　

岸
氏　

友
治

　
　
　
　

編
次　
　
　
　
　

岡
村
氏　

壽
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
月
堂　

露
白

　

貞
享
五
戊
／
辰
年
仲
春
吉
旦

　
　
　

雒
陽
書
林　

八
尾
市
兵
衛
梓

　
　
　
　
　
　
　
　

川
勝
五
郎
右
衛
門
刊

要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
太
平
記
四
〇
巻
は
よ
く
練
ら
れ
た
作
品
だ

が
、
あ
ま
り
に
浩
瀚
な
た
め
、
往
々
に
し
て
読
者
は
倦
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ

で
私
的
に
一
二
の
同
志
が
そ
の
枢
要
を
ま
と
め
四
帙
に
要
約
し
、
太
平
記
要
覧
と

名
づ
け
た
。
書
物
を
読
む
と
は
そ
の
要
点
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
だ
。
近
時
、
書

肆
に
上
梓
を
慫
慂
さ
れ
辞
退
し
た
が
、
断
り
き
れ
ず
こ
こ
に
刊
行
す
る
次
第
で
あ

る
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
〔
強
圉
は
丁
、
単
閼
は
卯
〕）
八
月
は
、
太
平
記

要
覧
叙
の
年
紀
の
前
年
で
あ
る
。
叙
と
も
併
せ
考
え
る
と
、
本
書
は
貞
享
四
年
八

月
に
完
成
し
、
翌
五
年
正
月
に
木
村
雪
任
子
が
叙
を
記
し
、
二
月
に
京
都
の
書
肆

八
尾
市
兵
衛
・
川
勝
五
郎
右
衛
門（

6
）の

手
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
叙
に
言

う
一
二
子
と
は
、
著
者
の
丹
波
黒
井
（
黒
井
は
地
名
で
、
兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町

黒
井
か
）
の
岸
友
治
、
及
び
編
集
に
関
与
し
た
岡
村
壽
庵
・
夢
月
堂
露
白
ら
を
さ

す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
著
作
に
関
与
し
た
こ
れ
ら
の
人
物
の
経
歴
に
つ
い
て
は

未
詳
で
あ
る
。

三
、『
太
平
記
要
覧
』
の
編
集
方
針

　

本
書
の
編
集
の
あ
り
方
を
二
、三
の
例
で
説
明
す
る
。
翻
字
に
際
し
、
振
り
仮

名
は
略
し
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
漢
文
表
記
、
読
点
は
も
と
の
ま
ま

と
す
る
。
な
お
本
書
の
比
較
の
対
象
と
し
て
、
古
態
本
に
依
拠
し
た
筋
書
の
要
約

本
で
あ
る
『
太
平
記
抜
書（

7
）』

を
取
り
あ
げ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
た
笠
置
で
の
後
醍
醐
天
皇
の
夢
の
段
に
つ
い
て
。

○
主
上
御
夢
事
付
楠
事　
　
　
▲
自
元
亨
二
年
／
十
年
目

元
弘
元
年
八
月
廿
七
日
、
主
上
笠
置
へ
臨
幸
成
テ
、
本
堂
ヲ
皇
居
ト
ナ
サ
ル
、

当
寺
ノ
衆
徒
ヲ
始
、
近
国
ノ
兵
共
馳
参
ル
、
サ
レ
ド
モ
大
名
ハ
一
人
モ
不
参
、

主
上
思
召
煩
ハ
セ
給
テ
、
少
御
目
睡
有
ケ
ル
御
夢
ニ
、
紫
宸
殿
ト
ヲ
ボ
シ
キ

地
ニ
常
盤
木
ア
リ
、
南
ヘ
指
タ
ル
枝
殊
ニ
蔓
タ
リ
、
童
子
二
人
来
テ
曰
、
今

天
下
ニ
御
身
ヲ
可
被
隠
所
ナ
シ
、
但
シ
此
木
ノ
陰
ニ
、
暫
御
座
候
ヘ
ト
告
テ

天
ニ
上
リ
ヌ
、
主
上
御
夢
ヲ
文
字
ニ
付
テ
御
料
簡
ア
ル
ニ
、
木
ニ
南
ハ
楠
ト

云
字
也
、
主
上
不
思
議
ニ
思
召
夜
明
ケ
ラ
ハ
成
就
房
ノ
律
師
ヲ
召
レ
、
若
此

辺
ニ
楠
ト
云
ル
ヽ
武
士
ヤ
有
ト
問
セ
玉
ヘ
ハ
、
近
キ
傍
ニ
ハ
不
承
及
候
、
河

内
国
金
剛
山
西
ニ
コ
ソ
、
橘
ノ
諸
兄
公
ノ
後
胤
楠
多
門
兵
衛
正
成
ト
テ
名
ヲ

得
タ
ル
武
士
候
ト
被
申
ケ
レ
ハ
急
キ
楠
ヲ
被
召
ケ
リ
、
主
上
勅
定
有
テ
、
勝

事
ヲ
一
時
ニ
決
シ
、
太
平
ヲ
至
サ
ン
所
存
可
申
ト
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
正
成
畏
テ

天
下
草
創
ノ
功
ハ
武
略
ト
智
謀
ト
ノ
二
ツ
ニ
テ
候
、
モ
シ
勢
ヲ
合
テ
戦
ハ
天
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下
ノ
兵
ヲ
集
メ
テ
、
武
蔵
相
模
ノ
両
国
ニ
対
ス
ト
モ
勝
事
ヲ
得
難
シ
、
若
謀

ヲ
以
テ
戦
ハ
ヽ
、
利
ヲ
摧
堅
ヲ
破
ル
内
ヲ
不
出
候
、
正
成
一
人
未
生
テ
有
ト

被
聞
召
候
ハ
ヽ
、
聖
運
遂
ニ
可
被
開
ト
被
思
召
候
ト
申
正
成
ハ
河
内
ヘ
ゾ
帰

リ
ニ
ケ
ル
、

　

見
る
よ
う
に
読
点
を
入
れ
て
約
四
四
〇
字
で
こ
の
段
を
紹
介
す
る
。
古
典
大
系

の
当
該
章
段
で
は
一
二
〇
〇
字
余
で
あ
り
、
大
雑
把
に
比
較
し
て
約
三
分
の
一
に

減
じ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
抄
筆
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
改
め
て
冒
頭
の
二
行

（
傍
線
部
）
を
示
す
。

元
弘
元
年
八
月
廿
七
日
、
主
上
笠
置
へ
臨
幸
成
テ
、
本
堂
ヲ
皇
居
ト
ナ
サ
ル
、

〔
1
〕
当
寺
ノ
衆
徒
ヲ
始
、
近
国
ノ
兵
共
馳
参
ル
、
サ
レ
ド
モ
〔
2
〕
大
名

ハ
一
人
モ
不
参
、〔
3
〕
主
上
思
召
煩
ハ
セ
給
テ
、少
御
目
睡
有
ケ
ル
御
夢
ニ
、

　
『
太
平
記
』
原
文
で
は
〔
1
〕
に
「
始
一
両
日
ノ
程
ハ
武
威
ニ
恐
レ
テ
、
参
リ

仕
ル
人
独
モ
無
リ
ケ
ル
ガ
、
叡
山
東
坂
本
ノ
合
戦
ニ
、
六
波
羅
勢
打
負
ヌ
ト
聞
ヘ

ケ
レ
バ
」
が
、〔
2
〕
に
「
未
名
ア
ル
武
士
、
手
勢
百
騎
ト
モ
二
百
騎
ト
モ
、
打

セ
タ
ル
」
が
、〔
3
〕
に
「
此
勢
許
ニ
テ
ハ
、
皇
居
ノ
警
固
如
何
有
ベ
カ
ラ
ン
ト
」

が
入
る
形
に
な
る
。『
要
覧
』
は
『
太
平
記
』
の
本
文
を
大
幅
に
省
略
し
な
が
ら
、

採
用
す
べ
き
部
分
は
『
太
平
記
』
の
詞
章
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
適
宜
文
章

を
継
ぎ
合
わ
せ
る
手
法
を
と
る
。
す
な
わ
ち
原
文
の
姿
を
残
存
さ
せ
つ
つ
内
容
の

迅
速
な
把
握
を
可
能
に
し
て
い
る
。
比
較
の
た
め
に
『
太
平
記
抜
書
』
の
こ
れ
に

相
当
す
る
部
分
を
示
す
。「
先
帝
ハ
笠
置
ノ
皇
居
ニ
シ
テ
夢
ノ
告
ア
リ
テ
、
楠
木

多
門
兵
衛
正
成
ヲ
召
ス
、
正
成
召
ニ
応
ジ
テ
即
参
ル
、
被
頼
申
シ
テ
河
内
ノ
金
剛

山（
マ
マ
）
帰
ル
」（『
室
町
ご
こ
ろ
』
所
収
翻
刻
、
八
九
頁
上
）
と
き
わ
め
て
簡
略
（
約

五
〇
字
）
で
、
原
文
の
姿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

中
国
故
事
や
長
大
な
説
話
や
議
論
な
ど
の
場
面
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い

る
。
巻
四
「
備
後
三
郎
高
徳
事
付
呉
越
軍
事
」
で
は
、「
天
莫
空
勾
践
」
の
詩
を

あ
げ
そ
の
後
に
、

此
詩
ノ
心
ハ
、
昔
呉
越
相
戦
事
久
シ
、
遂
ニ
勾
践
呉
王
ニ
囚
テ
胡
蘇
城
ニ
苦

ミ
給
フ
、
時
ニ
越
ノ
智
臣
范
蠡
様
々
智
略
ヲ
メ
グ
ラ
シ
、
遂
ニ
呉
王
ヲ
亡
テ

会
稽
ノ
恥
ヲ
雪
ケ
ル
ヲ
、
思
准
ヘ
書
ケ
ル
也
、

と
あ
り
、
傍
線
部
が
呉
越
軍
の
故
事
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
大
系
本
で
一
五

頁
に
も
及
ぶ
長
大
な
説
話
を
六
〇
字
ほ
ど
に
縮
約
し
て
い
る
。
因
み
に
『
太
平
記

抜
書
』
は
こ
の
故
事
に
つ
い
て
の
記
述
は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

巻
二
五
「
宝
剣
進
奏
」
で
、
日
野
資
明
が
三
種
の
神
器
の
由
来
を
問
う
た
所
、

平
野
神
社
の
兼
員
は
、

先
神
代
ノ
事
ヲ
述
テ
神
璽
内
侍
所
ヲ
言
終
リ
、
偖
宝
剣
ハ
八
岐
ノ
大
蛇
ノ
尾

ヨ
リ
出
テ
、
根
元
ハ
太
神
宮
ノ
高
天
原
ヨ
リ
落
シ
玉
ヒ
シ
剣
也
、
天
群
雲
ト

モ
十
束
ト
モ
云
リ
、
又
代
々
ノ
天
子
ノ
御
宝
ナ
レ
バ
、
宝
剣
ト
ハ
申
也

と
答
え
る
。大
系
本
で
は
こ
の
部
分
、約
四
頁
半
を
費
や
す
。『
太
平
記
抜
書
』は「
伊

勢
ヨ
リ
宝
剣
進
奏
ノ
コ
ト
、
三
種
ノ
神
祇
ノ
事
、
様
々
事
長
キ
事
ア
リ
、
読
ニ
ク

イ
也
」（
一
二
七
頁
下
）と
内
容
に
は
触
れ
ず
、ま
た
傍
線
部
の
よ
う
に「
読
ニ
ク
イ
」

と
否
定
的
な
評
価
を
下
す
。
こ
の
あ
た
り
に
は
抜
書
編
者
の
意
識
が
窺
わ
れ
て
興

味
深
い
。

　

巻
二
七
「
雲
景
未
来
記
事
」
の
論
評
の
部
分
は
「
時
ニ
上
座
ノ
宿
老
ノ
山
伏
、

雲
景
ニ
対
シ
テ
時
ノ
治
乱
ヲ
語
ラ
レ
ケ
ル
」
と
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
る
。『
太
平
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記
抜
書
』
は
雲
景
の
記
事
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、
こ
れ
は
底
本
の
玄
玖
本
系
統
に

「
雲
景
未
来
記
事
」
が
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

巻
三
五
「
北
野
通
夜
物
語
事
」
で
の
三
人
の
論
者
の
紹
介
の
あ
と
の
部
分
を
引

く
。

連
歌
シ
ケ
ル
ガ
、
後
ニ
ハ
唐
ヤ
マ
ト
ノ
物
語
ニ
成
テ
現
ニ
モ
ト
覚
ル
事
多
カ

リ
キ
、
殊
ニ
元
弘
ヨ
リ
已
来
三
十
余
年
世
ノ
治
ラ
ヌ
旨
趣
、
古
ヲ
引
テ
今
ヲ

謗
リ
唐
ノ
例
ヲ
挙
テ
我
朝
ノ
乱
ヲ
悔
、
終
夜
語
リ
ケ
レ
バ
、
内
典
ノ
学
匠
ト

覚
キ
法
師
、
イ
ヤ
ト
ヨ
公
家
ノ
御
咎
ト
モ
武
家
ノ
僻
事
ト
モ
難
申
、
只
因
果

ノ
所
感
ニ
テ
コ
ソ
候
へ
、
仏
説
瑠
璃
太
子
事
／
利
軍
支
事
ヲ
以
テ
今
ヲ
思
フ
ニ
、

臣
君
ヲ
無
シ
子
父
ヲ
殺
ス
事
モ
今
生
一
世
ノ
悪
ニ
非
ズ
、
皆
宿
酬
ノ
成
処
ニ

テ
ゾ
候
ラ
メ
ト
語
リ
ケ
レ
バ
、
三
人
カ
ラ
カ
ラ
ト
笑
ケ
ル
ガ
、

　
『
太
平
記
』
で
は
傍
線
部
に
相
当
す
る
部
分
で
遁
世
者
と
雲
客
が
長
大
な
説
話

（
大
系
本
で
約
一
九
頁
）
を
語
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
省
略
し
、
三
人
目

の
論
者
で
あ
る
法
師
の
因
果
論
を
結
論
の
ご
と
く
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

段
の
末
尾
を
「
憑
ミ
ヲ
残
ス
計
ニ
テ
頼
意
ハ
吉
野
ヘ
帰
ニ
ケ
リ
」
で
終
わ
っ
た
後

に
「
此
一
段
事
繁
キ
ガ
故
ニ
本
書
ニ
譲
ル
」
と
、
大
幅
な
省
筆
の
弁
解
め
い
た
付

記
が
あ
る
。『
太
平
記
抜
書
』
は
「
北
野
通
夜
物
語
事
」
全
体
を
「
公
家
ノ
衰
微
、

武
家
ノ
繁
昌
ニ
付
テ
、
和
漢
ノ
物
語
長
々
敷
事
ア
リ
」（
一
四
九
頁
上
）
で
片
付

け
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
長
い
説
話
・
故
事
、
論
評
場
面
な
ど
を
大
幅
に
省
筆

し
て
分
量
の
軽
減
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
軍
記
に
欠
か
せ
な
い
人
名
列
挙
の
場
面
な
ど
は
ど
う
か
。
巻
六
「
関
東
大

勢
上
洛
事
」
の
武
将
名
を
あ
げ
る
場
面
は
、

一
門
ニ
ハ
阿
曾
弾
正
少
弼
・
名
越
遠
江
入
道
・
大
仏
陸
奥
守
貞
直
以
下
宗
徒

ノ
大
名
／
百
三
十
二
人
其
勢
三
十
万
七
千
余
騎
、
十
月
八
日
先
陣
已
京
著

と
具
体
名
は
三
名
を
挙
げ
る
だ
け
で
あ
る
。
大
系
（
一
九
六
頁
）
で
は
こ
れ
以
外

に
三
五
名
を
記
す
。
な
お
こ
の
場
面
『
太
平
記
抜
書
』
も
大
系
と
同
じ
く
三
五
名

を
列
挙
し
て
お
り
、
加
美
宏
氏
が
『
太
平
記
抜
書
』
に
つ
い
て
「
主
要
な
事
件
・

合
戦
の
参
加
者
名
・
日
時
・
場
所
な
ど
の
記
述
は
、
比
較
的
省
略
が
少
な
い
。
総

じ
て
歴
史
的
な
事
実
に
即
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
事
が
ら
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
の
中
で
比
較
的
く
わ
し
く
抄
出
し
て
い
る（

8
）」

と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
『
要
覧
』
の
記
述
に
は
、
ま
ま
双
行
書
で
補
足
的
な
説
明
を
す
る
箇

所
（
以
下
〔　

〕
内
）
が
あ
る
。
一
冊
目
か
ら
あ
げ
れ
ば
、「
元
徳
元
年
〔
案
正
中

／
元
年
歟
〕」「
二
階
堂
〔
出
羽
／
入
道
〕
道
蘊
」「
舟
坂
山
〔
備
前
ト
／
播
磨
境
〕」
と
い
っ

た
ぐ
あ
い
に
読
者
の
理
解
を
容
易
に
す
る
注
記
に
も
心
を
配
る
。
こ
れ
ら
割
注
は

『
太
平
記
』
本
文
の
記
述
に
符
合
す
る
も
の
だ
が
、
第
五
冊
目
巻
二
一
「
塩
冶
判

官
讒
死
事
」
で
、
塩
冶
高
貞
の
女
房
が
惨
殺
さ
れ
る
場
面
、「
彼
女
房
ハ
播
州
陰

山
ト
云
処
ニ
テ
追
手
ニ
拒
マ
レ
、
無
是
非
山
城
守
宗
村
〔
高
貞
／
一
族
〕
ガ
手
ニ
カ

ケ
テ
差
殺
ケ
リ
、〔
今
現
号
甲
／
明
神
是
也
〕」
と
あ
る
傍
線
部
は
、『
太
平
記
』
に
は

見
当
た
ら
ず
、
本
書
編
者
の
注
記
で
あ
ろ
う
。
書
誌
の
条
で
ふ
れ
た
が
、
歴
史
的

な
事
実
を
記
し
た
章
段
の
段
名
の
下
に
は
「
▲
自
元
亨
二
年
／
四
十
六
七
年
目
」

（
巻
四
〇
「
細
川
右
馬
頭
自
西
国
上
洛
事
」）
の
よ
う
に
、元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）

を
起
点
と
し
た
年
数
を
書
く
。
こ
れ
も
当
該
章
段
の
記
事
の
時
間
的
位
置
を
明
確

に
さ
せ
る
意
図
に
よ
る
措
置
で
あ
ろ
う
。『
太
平
記
』
の
中
で
の
元
亨
二
年
は
、

中
宮
御
産
に
か
こ
つ
け
て
関
東
調
伏
の
祈
り
が
な
さ
れ
た
年
で
、
本
書
が
こ
の
時
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点
を
動
乱
の
基
点
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
一
章
段

の
記
事
が
数
行
以
下
と
短
く
て
も
、
省
略
せ
ず
に
段
名
を
二
字
下
げ
で
表
記
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
読
み
づ
ら
い
整
版
本
の
版
面
を
読
み
や
す
く
す
る
。

　

本
書
の
依
拠
本
は
流
布
本
と
思
わ
れ
る
。
流
布
本
の
う
ち
の
ど
れ
か
に
つ
い
て

は
未
勘
だ
が
、
巻
三
の
最
後
「
桜
山
自
害
事
」
の
後
に
楠
正
成
が
金
剛
山
の
城
を

構
え
た
由
来
の
記
事
や
は
な
く
、
慶
長
一
五
年
刊
古
活
字
本
の
系
統
以
外
の
本
に

よ
る
と
は
言
え
る
。
因
み
に『
要
覧
』の
各
冊
冒
頭
の
章
段
名
を
、古
典
大
系
本（
慶

長
八
年
古
活
字
本
）
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
数
箇
所
以
外
は
す
べ
て

一
致
す
る
。

　

巻
二
「
俊
基
再
関
東
下
向
事
」　　

大
系
は
「
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
」

＊
『
要
覧
』
の
本
文
中
に
は
「
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
」。

　

巻
三
「
桜
山
四
郎
入
道
自
害
事
」　

大
系
は
「
桜
山
自
害
事
」。

＊
『
要
覧
』
の
本
文
中
に
は
「
桜
山
自
害
事
」。

　

巻
一
五
「
建
武
三
年
正
月
十
六
日
」　

大
系
は
「
建
武
二
年
」。

　

巻
一
七
「
山
門
攻
事
付
日
吉
神
託
事
」　

大
系
は
「
山
攻
事
」。

　

巻
二
二
「
義
助
被
参
芳
野
事
并
隆
資
物
語
事
」　

大
系
で
は
「
隆
資
卿
物
語
事
」。

　

巻
二
七
「
左
兵
衛
佐
直
冬
鎮
西
没
落
事
」　

大
系
は
「
右
兵
衛
佐
」。　

＊
『
要
覧
』
の
本
文
中
に
は
「
右
兵
衛
佐
」。

　

巻
三
二
「
神
南
合
戦
事
」
の
前
に
「
直
冬
上
洛
事
付
鬼
丸
鬼
切
事
」
な
し
。

＊
大
系
お
よ
び
『
要
覧
』
の
本
文
中
に
あ
り
。

　

巻
三
八
「
諸
国
宮
方
蜂
起
事
付
備
前
軍
事
」
大
系
は
「
越
中
軍
事
」、『
要
覧
』

　
　

本
文
中
も「
備
前
軍
事
」　　
　

＊
備
前
・
越
中
ど
ち
ら
で
も
誤
り
で
は
な
い
。

四
、
和
歌
な
ど
へ
の
興
味

　

本
書
に
特
徴
的
な
の
は
和
歌
・
落
首
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
も
れ
な
く
採
用
し
、
二

字
下
げ
で
表
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
煩
を
厭
わ
ず
以
下
に
そ
れ
ら
を
示
す
。

　

掲
載
和
歌
・
落
首
・
頌
等
一
覧

　
（
＊
印
は
落
首
と
判
定
し
た
も
の
、×
印
は
『
太
平
記
抜
書
』
に
掲
載
な
き
も
の
、

頌
等
の
返
り
点
な
ど
は
略
）

巻
一　
　
（
な
し
）

巻
二　
　

契
リ
ア
レ
ハ
此
山
モ
ミ
ツ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
ノ
種
ヤ
植
ケ
ン（
×
）

　
　
　
　

思
キ
ヤ
我
敷
嶋
ノ
道
ナ
ラ
デ
浮
世
ノ
事
ヲ
ト
ハ
ル
ベ
シ
ト
ハ
（
×
）

　
　
　
　

陸
奥
ノ
ウ
キ
名
取
川
流
来
テ
沈
ミ
ヤ
ハ
テ
ン
瀬
々
ノ
埋
木
（
×
）

　
　
　
　

昔
南
陽
懸
菊
水　

汲
下
流
而
延
齢

　
　
　
　

今
東
海
道
菊
河　

宿
西
岸
而
終
命
（
×
）

　
　
　
　

古
モ
カ
ヽ
ル
タ
メ
シ
ヲ
菊
川
ノ
同
シ
流
ニ
身
ヲ
ヤ
沈
メ
ン
（
×
）

　
　
　
　

五
蘊
仮
成
形　

四
大
今
帰
空　

将
首
当
白
刃　

截
断
一
陣
風
（
×
）

　
　
　
　

古
来
一
句　

無
死
無
生　

万
里
雲
尽　

長
江
水
清
（
×
）

巻
三　
　

＊
木
津
河
ノ
瀬
々
岩
波
ハ
ヤ
ケ
レ
ハ
カ
ケ
テ
程
ナ
ク
落
ル
高
橋

　
　
　
　

＊
懸
モ
得
ヌ
高
橋
落
テ
行
水
ニ
ウ
キ
名
ヲ
流
ス
小
早
河
哉

　
　
　
　

サ
シ
テ
行
笠
置
ノ
山
ヲ
出
シ
ヨ
リ
ア
メ
ガ
下
ニ
ハ
隠
家
モ
ナ
シ

　
　
　
　

イ
カ
ニ
セ
ン
憑
ム
影
ト
テ
立
ヨ
レ
ハ
猶
袖
ヌ
ラ
ス
松
ノ
下
露

　
　
　
　

住
狎
ヌ
板
屋
ノ
軒
ノ
村
時
雨
音
ヲ
キ
ク
ニ
モ
袖
ハ
ヌ
レ
ケ
リ

　
　
　
　

思
ヤ
レ
塵
ノ
ミ
ツ
モ
ル
四
ノ
絃
ヲ
払
ヒ
モ
ア
ヘ
ス
カ
ヽ
ル
泪
ヲ
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泪
ユ
ヘ
半
ノ
月
ハ
ク
モ
ル
共
ト
モ
ニ
見
シ
夜
ノ
夢
ハ
ワ
ス
レ
ジ

巻
四　
　

長
カ
レ
ト
何
思
ケ
ン
世
中
ノ
憂
ヲ
ミ
ス
ル
ハ
命
ナ
リ
ケ
リ

　
　
　
　

カ
ヘ
ル
ベ
キ
時
シ
ナ
ケ
レ
ハ
是
ヤ
コ
ノ
行
ヲ
限
ノ
相
坂
ノ
関

　
　
　
　

今
日
ノ
ミ
ト
思
我
身
ノ
夢
ノ
世
ヲ
渡
ル
モ
ノ
カ
ハ
勢
田
ノ
長
橋

　
　
　
　

逍
遥
生
死　

四
十
二
年　

山
河
一
革　

天
地
洞
然

　
　
　
　

黒
髪
ノ
乱
ン
世
マ
テ
ナ
ガ
ラ
ヘ
ハ
是
ヲ
今
ハ
ノ
形
見
ト
モ
ミ
ヨ
（
×
）

　
　
　
　

書
置
シ
君
カ
玉
章
身
ニ
ソ
ヘ
テ
後
ノ
世
マ
テ
ノ
形
見
ト
ヤ
セ
ン
（
×
）

　
　
　
　

ツ
ク
ヅ
ク
ト
思
暮
テ
入
逢
ノ
鐘
ヲ
聞
ニ
モ
君
ソ
恋
シ
キ

　
　
　
　

セ
キ
ト
ム
ル
柵
ゾ
ナ
キ
涙
川
イ
カ
ニ
流
ル
ヽ
浮
身
ナ
ル
ラ
ン

　
　
　
　

今
マ
テ
ハ
同
ジ
ヤ
ト
リ
ヲ
尋
キ
テ
跡
ナ
キ
波
ト
聞
ソ
悲
シ
キ

　
　
　
　

明
日
ヨ
リ
ハ
跡
ナ
キ
波
ニ
マ
ヨ
フ
ト
モ
通
フ
心
ヨ
シ
ル
ベ
ト
モ
ナ
レ

　
　
　
　

此
上
ノ
思
ハ
ア
ラ
ジ
ツ
レ
ナ
サ
ノ
命
ヨ
サ
レ
バ
イ
ツ
ヲ
限
ゾ

　
　
　
　

天
莫
空
勾
践　

時
非
無
范
蠡
（
×
）

巻
五　
　
（
な
し
）

巻
六　
　

忘
ス
ハ
神
モ
哀
ト
思
シ
レ
心
ヅ
ク
シ
ノ
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
旅

　
　
　
　

廻
リ
キ
テ
遂
ニ
住
ベ
キ
月
影
ノ
シ
バ
シ
曇
ヲ
何
ナ
ゲ
ク
ラ
ン

　
　
　
　

＊
渡
辺
ノ
水
イ
カ
バ
カ
リ
早
ケ
レ
ハ
高
橋
落
テ
隅
田
流
ル
ラ
ン

　
　
　
　

当
人
王
九
十
五
代
、
天
下
一
乱
而
（
中
略
）、
掠
天
下
三
十
余
年
、

　
　
　
　

大
凶
変
帰
一
元
云
々
（
未
来
記
占
文
）

　
　
　
　

花
サ
カ
ヌ
老
木
ノ
桜
朽
ヌ
ト
モ
其
名
ハ
苔
ノ
下
ニ
カ
ク
レ
ジ

　
　
　
　

マ
テ
シ
バ
シ
子
ヲ
思
闇
ニ
マ
ヨ
フ
ラ
ン
六
ノ
街
ノ
道
シ
ル
ベ
セ
ン

巻
七　
　

サ
キ
懸
テ
カ
ツ
色
ミ
セ
ヨ
山
桜　
長
崎
九
郎
左
衛
門
師
宗

　
　
　
　

／
嵐
ヤ
花
ノ
敵
ナ
ル
ラ
ン　
工
藤
次
郎
左
衛
門

　
　
　
　

＊
ヨ
ソ
ニ
ノ
ミ
見
テ
ヤ
止
ナ
ン
葛
城
ノ
高
圓
ノ
山
ノ
峯
ノ
楠

巻
八　
　
（
な
し
）

巻
九　
　
（
な
し
）

巻
一
〇　

マ
テ
シ
バ
シ
死
出
ノ
山
辺
ノ
旅
ノ
道
同
ク
越
テ
浮
世
カ
タ
ラ
ン

　
　
　
　

提
持
吹
毛　

截
断
虚
空　

大
火
聚
裏　

一
道
清
風

巻
一
一　

故
郷
ニ
今
宵
バ
カ
リ
ノ
命
ト
モ
シ
ラ
デ
ヤ
人
ノ
我
ヲ
待
ラ
ン

　
　
　
　

皆
人
ノ
世
ニ
ア
ル
時
ハ
数
ナ
ラ
デ
憂
ニ
ハ
モ
レ
ヌ
我
身
ナ
リ
ケ
リ

　
　
　
　

誰
ミ
ヨ
ト
信
ヲ
人
ノ
留
メ
ケ
ン
堪
テ
ア
ル
ベ
キ
命
ナ
ラ
ヌ
ニ

巻
一
二　
（
な
し
）

巻
一
三　

住
捨
ル
山
ヲ
浮
世
ノ
人
ト
ハ
ヾ
嵐
ヤ
庭
ノ
松
ニ
コ
タ
ヘ
ン

　
　
　
　

白
頭
望
断
万
重
山　

曠
劫
恩
波
尽
底
乾　

不
是
胸
中
蔵
五
逆

　
　
　
　

出
家
端
的
報
親
難

　
　
　
　

哀
ナ
リ
日
影
待
間
ノ
露
ノ
身
ニ
思
ヲ
カ
ル
ヽ
石
作
ノ
花

　
　
　
　

偽
ヲ
糺
ノ
森
ニ
置
露
ノ
消
シ
ニ
ツ
ケ
テ
ヌ
ル
ヽ
袖
哉

巻
一
四　

＊
賢
王
ノ
横
言
ニ
ナ
ル
世
ノ
中
ハ
上
ヲ
下
ヘ
ゾ
帰
シ
タ
リ
ケ
ル

　
　
　
　

＊
カ
ク
計
タ
レ
サ
セ
玉
フ
綸
言
ノ
汗
ノ
如
ク
ニ
ナ
ド
ナ
ガ
ル
ラ
ン

巻
一
五　

＊
山
ヲ
我
敵
ト
ハ
イ
カ
デ
思
ヒ
ケ
ン
寺
法
師
ニ
ゾ
首
ヲ
切
ル
ヽ

　
　
　
　

＊
二
筋
ノ
中
ノ
白
ミ
ヲ
塗
隠
シ
新
田
々
々
シ
ゲ
ナ
笠
符
哉

　
　
　
　

思
ヒ
カ
ネ
云
ン
ト
ス
レ
バ
カ
キ
ク
レ
テ
泪
ノ
外
ハ
言
ノ
葉
モ
ナ
シ

　
　
　
　

数
ナ
ラ
ヌ
ミ
ノ
ヽ
ヲ
山
ノ
夕
時
雨
ツ
レ
ナ
キ
松
ハ
降
カ
ヒ
モ
ナ
シ

　
　
　
　

ウ
タ
ヽ
ネ
ノ
夢
ヨ
リ
モ
尚
化
ナ
ル
ハ
此
比
見
ツ
ル
現
ナ
リ
ケ
リ
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巻
一
六　

＊
疑
ハ
人
ニ
ヨ
リ
テ
ソ
残
リ
ケ
ル
マ
サ
シ
ゲ
ナ
ル
ハ
楠
ガ
首

巻
一
七　

多
ク
ト
モ
四
十
八
ニ
ハ
ヨ
モ
過
ジ
阿
弥
陀
ガ
峯
ニ
ト
モ
ス
篝
火

　
　
　
　

＊
山
ガ
ラ
ガ
サ
ノ
ミ
モ
ド
リ
ヲ
ウ
ツ
ノ
ミ
ヤ
都
ニ
入
テ
出
モ
ヤ
ラ
ヌ
ハ

　
　
　
　

＊
大
方
ノ
年
ノ
暮
ゾ
ト
思
シ
ニ
我
カ
身
ノ
ハ
テ
モ
今
夜
ナ
リ
ケ
リ

巻
一
八　

祈
ル
ト
モ
神
ヤ
ハ
ウ
ケ
ン
影
ヲ
ノ
ミ
御
手
洗
川
ノ
深
キ
思
ヒ
ヲ
（
×
）

　
　
　
　

知
セ
バ
ヤ
塩
ヤ
ク
浦
ノ
烟
ダ
ニ
思
ハ
ヌ
風
ニ
ナ
ビ
ク
習
ヒ
ヲ
（
×
）

　
　
　
　

立
ヌ
ベ
キ
浮
名
ヲ
兼
テ
思
ハ
ズ
ハ
風
ニ
烟
ノ
ナ
ビ
カ
ザ
ラ
メ
ヤ
（
×
）

巻
一
九　
（
な
し
）

巻
二
〇　
（
な
し
）

巻
二
一　

返
ス
サ
ヘ
手
ヤ
触
ケ
ン
ト
思
フ
ニ
ゾ
我
文
ナ
カ
ラ
打
モ
置
レ
ス
（
×
）

巻
二
二　
（
な
し
）

巻
二
三　

＊
イ
シ
カ
リ
シ
ト
キ
ハ
夢
窓
ニ
ク
ラ
ハ
レ
テ
周
済
計
ゾ
皿
ニ
残
レ
ル

巻
二
四　

草
モ
木
モ
仏
ニ
ナ
ル
ト
聞
ト
キ
ハ
情
ア
ル
身
ノ
タ
ノ
モ
シ
キ
哉
（
×
）

　
　
　
　

伽
毘
羅
会
ニ
共
ニ
契
シ
カ
イ
有
テ
文
殊
ノ
御
貌
相
ミ
ツ
ル
哉
（
×
）

　
　
　
　

霊
山
ノ
釈
迦
ノ
御
許
ニ
契
テ
シ
真
如
朽
セ
ズ
相
見
ミ
ツ
ル
哉
（
×
）

巻
二
五　

少
年
力
学
志
順
張　

得
失
由
来
一
夢
長　

試
問
邯
鄲
欹
枕
客

　
　
　
　

人
間
幾
度
熟
黄
梁
（
×
）

巻
二
六　

返
ラ
ジ
ト
兼
テ
思
ヘ
ハ
梓
弓
ナ
キ
数
ニ
イ
ル
名
ヲ
ゾ
ト
ヾ
ム
ル

　
　
　
　

＊
憑
ム
カ
ヒ
無
ニ
付
テ
モ
誓
テ
シ
勝
手
ノ
神
ノ
名
コ
ソ
惜
ケ
レ

　
　
　
　

＊
無
人
ノ
シ
ル
シ
ノ
卒
塔
婆
堀
捨
テ
墓
ナ
カ
リ
ケ
ル
家
作
リ
哉

巻
二
七　

＊
釘
付
ニ
シ
タ
ル
桟
敷
ノ
倒
ル
ヽ
ハ
梶
井
ノ
宮
ノ
不
覚
ナ
リ
ケ
リ

　
　
　
　

＊
田
楽
ノ
将
基
倒
ノ
桟
敷
ニ
ハ
王
バ
カ
リ
コ
ソ
登
ラ
ザ
リ
ケ
レ

　
　
　
　

梓
弓
我
コ
ソ
ア
ラ
メ
引
連
テ
人
ニ
サ
ヘ
憂
月
ヲ
見
セ
ツ
ル

　
　
　
　

ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
問
ト
ソ
思
フ
君
ナ
ラ
テ
今
ハ
伴
フ
人
モ
ナ
キ
世
ニ

　
　
　
　

感
君
一
日
恩　

招
我
百
年
魂　

扶
病
坐
床
下　

披
書
拭
涙
痕

巻
二
八　
（
な
し
）

巻
二
九　

吉
野
山
峯
ノ
嵐
ノ
ハ
ゲ
シ
サ
ニ
高
キ
木
末
ノ
花
ゾ
散
行
ク

　
　
　
　

限
ア
レ
バ
秋
モ
暮
ヌ
ト
武
蔵
野
ノ
草
ハ
ミ
ナ
ガ
ラ
霜
枯
ニ
ケ
リ

　
　
　
　

取
ハ
憂
シ
取
ネ
バ
人
ノ
数
ナ
ラ
ズ
捨
ベ
キ
物
ハ
弓
矢
ナ
リ
ケ
リ

　
　
　
　

高
野
山
憂
世
ノ
夢
モ
覚
ヌ
ベ
シ
其
暁
ヲ
松
ノ
嵐
ニ

巻
三
〇　

＊
君
ガ
代
ノ
短
カ
ル
ベ
キ
タ
メ
シ
ニ
ハ
兼
テ
ゾ
折
シ
住
吉
ノ
松

巻
三
一　
（
な
し
）

巻
三
二　
（
な
し
）

巻
三
三　

＊
タ
ラ
チ
ネ
ノ
親
ヲ
マ
モ
リ
ノ
神
ナ
レ
バ
コ
ノ
手
向
ヲ
ハ
受
物
カ
ハ

　
　
　
　

＊
兎
ニ
角
ニ
取
立
ニ
ケ
ル
石
堂
モ
九
重
ヨ
リ
シ
テ
又
落
ニ
ケ
リ

　
　
　
　

＊
深
キ
海
高
キ
山
名
ト
頼
ナ
ヨ
昔
モ
サ
リ
シ
人
ト
コ
ソ
キ
ケ

　
　
　
　

＊
唐
橋
ヤ
塩
ノ
小
路
ノ
焼
シ
コ
ソ
桃
井
殿
ハ
鬼
味
噌
ヲ
ス
レ

　
　
　
　

帰
ル
ベ
キ
道
シ
ナ
ケ
レ
バ
位
山
上
ル
ニ
付
テ
ヌ
ル
ヽ
袖
カ
ナ

巻
三
四　
（
な
し
）

巻
三
五　

＊
御
敵
ノ
種
ヲ
蒔
置
畠
山
打
返
ス
ベ
キ
世
ト
ハ
シ
ラ
ス
ヤ

　
　
　
　

＊
何
程
豆
ヲ
蒔
テ
カ
畠
山
日
本
国
ヲ
ハ
味
噌
ニ
ナ
ス
ラ
ン

　
　
　
　

＊
イ
シ
カ
リ
シ
源
氏
ノ
日
記
失
テ
伊
勢
物
語
セ
ヌ
人
モ
ナ
シ

　
　
　
　

＊
畠
山
狐
ノ
皮
ノ
腰
当
ニ
バ
ケ
ノ
ホ
ド
コ
ソ
顕
レ
ニ
ケ
レ

　
　
　
　

＊
宮
方
ノ
鴨
頭
ニ
ナ
リ
シ
湯
ノ
川
モ
都
ニ
入
テ
何
ノ
香
モ
セ
ズ
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巻
三
六　

連
リ
シ
枝
ノ
木
ノ
葉
ノ
散
々
ニ
サ
ソ
フ
嵐
ノ
音
サ
ヘ
ソ
ウ
キ

巻
三
七　
（
な
し
）

巻
三
八　

＊
直
冬
ハ
イ
カ
ナ
ル
神
ノ
罰
ニ
テ
カ
宮
ニ
ハ
サ
ノ
ミ
怖
テ
ニ
グ
ラ
ン

巻
三
九　

人
ヤ
勝
神
ヤ
負
ト
暫
待
テ
三
笠
ノ
山
ノ
ア
ラ
ン
カ
ギ
リ
ハ
（
×
）

　
　
　
　

誰
待
テ
三
ノ
浜
松
霞
ラ
ン
我
日
ノ
本
ノ
春
ナ
ラ
ヌ
世
ニ
（
×
）

　
　
　
　

高
野
山
迷
ノ
夢
モ
覚
ヤ
ト
其
暁
ヲ
待
ヌ
夜
ゾ
ナ
キ
（
×
）

巻
四
〇　

ツ
カ
ヘ
ツ
ヽ
齢
ハ
老
ヌ
行
末
ノ
千
年
モ
花
ニ
ナ
ヲ
ヤ
契
ラ
ン
（
×
）

　
　
　
　

開
匂
雲
居
ノ
花
ノ
本
ツ
枝
ニ
百
代
ノ
春
ヲ
尚
ヤ
契
ラ
ン
（
×
）

　

前
述
来
の
『
太
平
記
抜
書
』
も
和
歌
な
ど
韻
文
の
採
録
に
力
が
置
か
れ
、
と
く

に
落
首
・
狂
歌
の
類
は
す
べ
て
を
載
せ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

9
）。

加
美
宏
氏
の
調
査
に
付
加
し
て
『
太
平
記
要
覧
』
で
の
韻
文
類
の
数

を
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

 

和
歌 

落
首 

漢
詩
（
頌
） 

連
歌

　

太
平
記
（
玄
玖
本
系
） 

53 

27 

8 

2

　

太
平
記
抜
書 

8 

27 

5 
2

　

太
平
記
要
覧 

55 

27 

9 
2

　
『
太
平
記
要
覧
』
は
流
布
本
を
底
本
に
し
て
お
り
、『
太
平
記
抜
書
』
と
は
依
拠

本
を
異
に
す
る
が
、大
ま
か
な
目
安
に
は
な
ろ
う
。
こ
の
数
字
で
分
か
る
よ
う
に
、

要
覧
は
和
歌
・
狂
歌
の
区
別
な
く
、
韻
文
を
網
羅
的
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
太
平
記
要
覧
』
で
採
用
和
歌
の
数
が
『
太
平

記
抜
書
』
よ
り
も
増
え
て
い
る
の
は
、
先
例
故
事
説
話
の
中
で
の
和
歌
も
抄
出
し

て
い
る
の
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
本
書
の
こ
う
し
た
傾
向
が
編
者
独
自
の
考
え

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
『
太
平
記
抜
書
』
を
意
識
し
た
も

の
か
は
分
か
ら
な
い（

10
）が

、
少
な
く
と
も
読
者
の
好
尚
を
反
映
し
た
結
果
で
は
あ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
版
本
の
単
調
に
な
り
勝
ち
な
版
面
に
、
和
歌
の
二
字
下
げ
部

分
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
に
読
み
や
す
さ
を
も
た
ら
す
働
き
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
。

　
『
太
平
記
』
の
よ
う
な
長
編
作
品
の
場
合
、
抄
出
本
・
要
約
本
が
要
請
さ
れ
る

と
想
像
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
は
想
外
に
少
な
く
、
管
見
で

は
小
稿
で
触
れ
た
『
太
平
記
抜
書
』・『
太
平
記
要
覧
』
の
二
点
の
み
で
あ
る
。
そ

の
両
者
と
も
に
『
太
平
記
』
に
載
る
和
歌
・
落
首
を
高
い
比
率
で
採
録
し
て
い
る

点
は
改
め
て
注
意
さ
れ
て
よ
い
。

　

注

（
1
）
こ
の
目
録
の
前
身
は
『
文
学
』
二
四
巻
四
号
（
一
九
五
六
・
四
）
の
特
集
“
太
平
記
”

に
掲
載
の
釜
田
喜
三
郎
編
「『
太
平
記
』
研
究
文
献
目
録
」
で
、
そ
れ
に
「
訂
正
補
遺
」

を
加
え
た
も
の
が
、
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
『
太
平
記　
曽
我
物
語
・
義
経
記
』（
一
九
六
〇
・
二
）

所
収
の
同
氏
編
「
参
考
文
献
」
で
あ
る
。
ま
た
古
典
大
系
の
第
一
刷
は
一
九
六
一
年
六
月

刊
で
あ
る
。『
文
学
』
掲
載
の
目
録
に
は
『
太
平
記
要
覧
』
の
名
は
見
え
な
い
。
本
書
（
神

戸
大
学
本
）
は
も
と
釜
田
氏
の
架
蔵
で
あ
り
、
目
録
編
纂
の
前
後
に
氏
の
手
許
に
入
っ
た

も
の
か
と
想
像
し
た
り
も
す
る
。

（
2
）『
三
康
図
書
館
蔵
書
目
録 

国
書
編
』
序
（
一
九
七
九
・
一
〇
、三
康
文
化
研
究
所
）、
坪

谷
善
四
郎
「
焼
失
し
た
る
大
橋
図
書
館
」（『
中
央
史
壇
』
九
巻
三
号
、
一
九
二
四
・
九
）。
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（
3
）『
岩
瀬
文
庫
図
書
目
録
』（
一
九
九
二
・
一
二
、三
刷
）
二
〇
九
頁
下
。

（
4
）
こ
れ
ら
の
系
図
が
何
に
依
拠
し
た
か
は
未
詳
。『
国
文
注
釈
全
書
』
所
収
の
「
太
平
記

系
図
」
に
「
○
太
平
記
之
時
代
帝
王
略
系
図
、
○
北
条
家
系
図
、
○
新
田
足
利
之
系
図
、

○
新
田
之
系
図
、
○
足
利
之
系
図
、
○
仁
木
之
統
」
が
載
る
が
、
そ
れ
ら
に
比
べ
て
か
な

り
簡
略
で
あ
る
。
な
お
『
太
平
記
』
写
本
で
は
西
源
院
本
巻
一
巻
頭
目
録
の
前
に
「
先
代

九
代
将
軍
家
」「
桓
武
天
皇
十
三
代
孫
」
が
掲
載
さ
れ
る
が
（
筑
波
大
学
本
に
も
）
そ
れ

と
も
異
な
る
。

（
5
）『
国
書
人
名
辞
典
』
四
・
六
五
七
頁
上
掲
載
の
湯
浅
得
之
の
号
が
雪
任
子
。
京
都
の
和

算
家
で
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
刊
行
の
『
新
編
直
指
算
法
統
宗
』
に
訓
点
を
施
し

た
、
と
あ
る
。
姓
は
異
な
る
が
、
年
代
・
地
域
と
出
版
社
が
算
術
本
の
刊
行
と
い
う
点
で

共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

（
6
）
八
尾
市
兵
衛
は
京
都
の
書
肆
で
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
に
『
新
篇
塵
劫
記
』、

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
『
広
益
書
籍
目
録
大
全
』
の
刊
行
が
あ
る
と
い
う
（『
近
世

書
林
板
元
総
覧
』
六
一
五
頁
上
）。
川
勝
五
郎
右
衛
門
も
京
都
五
条
橋
通
に
あ
っ
た
書
肆

で
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
か
ら
元
禄
一
七
年
（
一
七
〇
四
）
に
か
け
て
出
版
活
動
が
あ

り
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
は
『
武
道
一
覧
』
を
刊
行
し
た
由
（
藤
原
英
城
「
獄
前

の
都
の
錦
―
書
肆
川
勝
五
郎
右
衛
門
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
近
世
文
芸
』
七
六
号
、
二
〇
〇
二
・
七
）。

（
7
）『
太
平
記
抜
書
』は
写
本
の
み
で
存
。島
原
市
松
平
文
庫
・
小
浜
市
立
図
書
館
・
蓬
左
文
庫
・

長
谷
川
端
氏
、
及
び
架
蔵
（
高
橋
貞
一
氏
旧
蔵
）
の
五
本
が
知
ら
れ
る
。
青
木 
晃
「
太

平
記
抜
書
」（『
室
町
ご
こ
ろ　
中
世
文
学
資
料
集
』
一
九
七
八
・
九
、角
川
書
店
）
に
翻
刻
（
底

本
・
島
原
市
松
平
文
庫
蔵
本
）
及
び
解
説
が
あ
る
。

（
8
）
加
美
宏
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』（
一
九
八
五
・
五
、
桜
楓
社
）
二
八
七
頁
。

（
9
）
島
津
忠
夫
「
落
書
・
落
首
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
三
四
巻
二
号
、一
九
六
九
・
三
）
↓
『
中

世
文
学
史
論
』（
一
九
七
九
・
一
一
、
和
泉
書
院
）
は
、『
金
言
和
歌
集
』
な
ど
に
も
通
ず

る
落
首
な
ど
へ
の
好
尚
、
室
町
ご
こ
ろ
的
性
格
を
指
摘
す
る
。（
注
7
）
の
青
木
氏
解
説
、

（
注
8
）
の
加
美
氏
著
書
第
三
章
第
一
節
そ
の
一
に
も
同
様
の
言
及
が
あ
る
。

（
10
）『
太
平
記
抜
書
』
は
室
町
末
か
ら
近
世
初
期
の
写
本
が
多
く
、
依
拠
本
文
が
古
態
の
玄

玖
本
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
『
太
平
記
要
覧
』
よ
り
は
早
く
成
立
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
要
覧
が
前
者
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る
痕
跡
は
見
出
し
難
い
。

　〔
補
記
〕

　

神
戸
大
学
人
文
科
学
図
書
館
蔵
本
で
は
、
釜
田
本
（
四
〇
冊
、
一
部
に
丁
類
本
の
本
文
を

持
つ
）
が
要
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
『
太
平
記
』
写
本
一
冊
が
あ
り
、
拙
著
『
伝
存
太

平
記
写
本
総
覧
』
の
補
遺
と
し
て
こ
の
機
に
紹
介
し
て
お
く
。

　

架
蔵
番
号
、
九
一
三
・
四
三
五
・
Ｔ
Ａ
Ｉ　

020200900688　

研
究
室
配
架
、
貴
重
本
。

巻
二
六
の
み
一
冊
存
。
紺
色
地
に
金
箔
草
木
模
様
（
上
方
に
小
松
、
中
に
中
木
、
下
に
草
）

入
り
表
紙
（
大
き
さ
二
三
・
〇
×
一
六
・
四
糎
）、
左
肩
に
題
簽
（
一
三
・
七
×
二
・
八
糎
）
を

貼
り
「
太
平
記
巻
第
二
十
六
」
と
墨
書
。
鳥
の
子
紙
綴
葉
装
、
わ
ず
か
に
虫
喰
あ
り
。
見
返

し
本
文
共
紙
、
前
遊
紙
一
枚
、
一
オ
か
ら
巻
頭
目
録
（
一
つ
書
き
な
し
）
を
書
き
始
め
る
。

本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
の
麗
筆
、
一
面
九
行
、
字
面
高
さ
約
一
九
・
〇
糎
、
振
り
仮
名
本
文

に
同
筆
。
本
文
中
の
目
録
は
一
字
下
げ
（
一
つ
書
き
な
し
）。
朱
点
・
校
合
な
し
、
奥
書
・

蔵
書
印
な
ど
な
し
。
尾
題
「
太
平
記
巻
第
二
十
六
終
」（
後
遊
紙
三
枚
）。
や
や
小
ぶ
り
の
嫁

入
本
の
体
裁
で
、一
冊
だ
け
の
零
本
、つ
れ
と
な
る
写
本
の
所
在
は
未
詳
。巻
頭
目
録
を
示
す
。

　
　

太
平
記
巻
第
二
十
六
目
録

　

正
行
よ
し
野
へ
ま
い
る
事

　

四
で
う
な
は
て
合
戦
の
事

　
 　

付
上
山
う
ち
死
の
事

　

楠
正
行
最
期
の
事

　

よ
し
野
ゑ
ん
し
や
う
の
事

　

あ
な
う
皇
居
の
事

　

執
事
き
や
う
だ
い
奢
侈
の
事

　

上
杦
は
た
け
や
ま
高
家
を
ざ
ん
す
る
事
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付
廉
頗
り
ん
し
や
う
じ
よ
が
事

　

め
う
き
つ
侍
者
の
事

　

 　

付
秦
始
皇
帝
の
事

　

直
冬
さ
い
こ
く
げ
か
う
の
事

以
上
の
目
録
に
よ
る
巻
区
分
の
あ
り
方
は
大
系
本
に
同
じ
で
、本
文
は
流
布
本
系
統
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

資
料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
神
戸
大
学
人
文
科
学
図
書
館
の
御
高
配

を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
釜
田
本
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
の
手
紙
に
対
し
て
釜
田
喜
正
氏
か

ら
は
懇
篤
な
ご
返
事
を
い
た
だ
き
、そ
れ
に
よ
り
神
戸
大
学
蔵
本
を
閲
覧
す
る
を
得
ま
し
た
。

関
係
の
諸
氏
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
な
お
『
太
平
記
要
覧
』
の
一
部
分
の
掲

載
に
関
し
て
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
か
ら
翻
刻
許
可
（
平
成
二
一
年
一
一
月
二
六
日
付
）
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
明
記
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
追
記
〕

　

初
校
後
、
八
戸
市
立
図
書
館
に
本
書
（
図
一
五
、一
五
、一
〜
八
K
、
八
冊
存
）
が
蔵
さ

れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
加
賀
・
大
聖
寺
の
「
時
習
館
書
目　

貞
」
に
本
書
が
あ
る

が
、
こ
ち
ら
は
そ
の
後
身
で
あ
る
聖
藩
文
庫
に
は
蔵
さ
れ
て
い
な
い
（『
聖
藩
文
庫
目
録
』

一
九
八
七
・
三
、九
五
頁
上
）。
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